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大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー October（神無月）10月10月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
9
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
779 〃 
456 〃 
230 〃 
336 〃 

1,065 〃 
494 〃 

4,859世帯
4,847世帯

2,745人
1,433〃　   
883〃　
416〃　
575〃　
1,824〃　
729〃　

8,605人
8,681人

大島町の世帯と人口
（23・9・1）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所開設
　　　（～13日）

御神火温泉休館御神火温泉休館法律相談

一中運動会

都民の日
つばき小運動会
さくら小・二中
　　　合同運動会

つつじ小・三中
　　　　　運動会

就学時健康診断

水道料金納付期限
国民健康保険税第5期
町都民税第3期納付期限

東京文化財ウィーク
2011
「遺跡展」（～11/6）

大島町体育祭
体育レクリエーション
大会

行政相談

農業委員会

寄席公演
（11月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北
野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

波

波

波

波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差・波
南部地区
（各地区回収箱）

海・大

海・大

海・大北部

南部

北部

海・大南部

海・大

北部 海・大

　だんだんと秋らしくなってきまし
たね。「食欲の秋」「スポーツの秋」
「読書の秋」「芸術の秋」など、さま
ざまなことに適した季節です。あな
たはどんな秋にしますか？㋐

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

10
月
30
日
（
日
）
午
後
7
時
開
演
　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

寄
席
公
演

文化の日

体育の日

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

第55回 大島町体育祭
体育レクリエーション大会

10月16日（日）
午前8時30分

つばき小学校 グランド

　8月31日（水）、元町保育園において「あんどんづくり＆お友だちに
椿の積み木を送ろう」が行われました。
　埼玉大学の教授と学生、まめの木プロジェクトの皆さんに教わりなが
ら、園児たちは東日本大震災で被災したお友だちのために、大島の椿で
作った積み木に思いを込めて絵を描きました。
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元町保育園

つばき小学校

第一中学校

大島高校

北の山保育園

旧北の山小学校

岡田保育園

さくら小学校

第二中学校

旧泉津小学校

旧野増小学校

間伏文化会館

差木地保育園

旧差木地小学校

大島海洋国際高校

波浮保育園

つつじ小学校・第三中学校

旧波浮小学校

オーレック材料置場

管理型最終処分場

北野　Ｈ農園

元町　Ｎ農園

波浮　Ｎ農園

元　町

北の山

岡　田

その他

泉　津

野　増

間　伏

差木地

波浮港

農　園

0.07

0.07

0.08

0.07

0.10

0.14

0.07

0.07

0.07

0.06

0.08

0.04

0.04

0.06

0.04

0.06

0.05

0.07

0.06

0.04

0.04

0.08

0.06

0.08

0.08

0.09

0.08

0.10

0.16

0.07

0.07

0.07

0.06

0.08

0.04

0.05

0.06

0.05

0.07

0.07

0.07

0.08

0.05

0.05

0.09

0.07

0.09

0.08

0.08

0.06

0.06

0.08

0.09

0.05

0.09

0.05

0.09

0.05

0.09

0.07

0.08

0.08

0.08

0.09

0.06

0.04

0.07

0.06

0.05

0.09

0.09

0.09

0.07

0.07

0.08

0.09

0.07

0.09

0.05

0.09

0.05

0.09

0.08

0.08

0.09

0.08

0.09

0.06

0.04

0.08

0.07

0.08

0.06

0.06

0.07

0.06

0.14

0.17

0.09

0.09

0.09

0.06

0.09

0.05

0.05

0.05

0.08

0.15

0.07

0.15

0.09

0.09

0.18

0.11

0.11

0.06

0.06

0.07

0.06

0.14

0.17

0.09

0.08

0.09

0.06

0.09

0.05

0.05

0.05

0.06

0.15

0.06

0.15

0.09

0.09

0.18

0.11

0.10

1m5㎝ 5㎝ 1m 1m5㎝
場　所地区等

9月20日9月9日8月30日

放 射 性 物 質 濃 度 測 定 結 果

　［参考］・安全基準値　3.8μSv/h（文部科学省）
　　　　・測 定 機 器　小型放射線測定器DoseRAE2（東京都より借り上げ）
　　　　・測　定　者　大島町総務課防災係　
　　　　・測 定 日 時　10日・20日・30日の午後 2時～午後 4時に実施
　　　　・測定値表示　小数点第 3位を四捨五入　　　　　［問い合わせ］総務課防災係　☎（2）1443

大気（保育園・学校等）
大島町では保育園や学校施設などのグラウンドを中心に大気中の放射能検査を行っています。
その結果、安全であることが確認されました。

水道水
大島町では引き続き水道水の放射能検査を行い、安全であることが確認されました。

泉津・北の山・南部8／31 10Bq/㎏以下 10Bq/㎏以下 ㈶ 日本分析センター

検　査　機　関Ⅰ－131 Cs－134・Cs－137採水浄水場採水日
放射性セシウム放射性ヨウ素

［参考］飲料水の摂取制限に関する指標（平成23年3月17日：厚生労働省医薬局食糧安全部長）
　　　　放射性ヨウ素：300Bq/㎏（１歳未満100Bq/㎏）　放射性セシウム：200Ｂq/㎏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］　水道課　☎（2）1478

（単位：μSv/h）
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馬ふん堆肥（1件）8／20～24 大島町 検出限界値未満
（地独）東京都立
　　産業技術研究センター

検　査　機　関検　体採材日 放射性セシウム生産場所

［参考］放射能セシウムを含む肥料・土壌改良資材・培土及び飼料の暫定許容値
　　　　　（平成23年8月1日：農林水産省消費・安全局長）　放射性セシウム：400Ｂq/㎏

堆肥（馬ふん）
東京都では堆肥の放射能検査を行いました。

今後の予定

最新の測定結果と今後の予定は大島町ホームページでも確認できます。

　大島町では今後も継続して大気と水道水の検査を行っていきます。水道水は
月1回程度、大気は月3回（10日・20日・30日）の実施を予定しています。

日常生活と放射線
《人工放射線》《自然放射線》 放射線の量（μSv：マイクロシーベルト）

宇宙から　16％
食物から　12％
大地から　20％
空気中から　52％

［出典］文部科学省
　　　「日常生活と放射線」をもとに作成

10,000

1,000

100

10

※ブラジル・カラバリはブラジル南部に位
　置する、大地からの放射線が最も多い地
　域のひとつ。
※国内自然放射線の県別平均値の差は、年
　間最大400μSvです。

200  東京－ニューヨーク航空機旅行
（往復）（高度による宇宙線の増加）

50  胸のＸ線集団検診（1回）

600  胃のＸ線集団検診（1回）

1,000  一般公衆の線量限度
　　（年間）※医療は除く

6,900  胸部Ｘ線コンピュータ断層
撮影検査（CTスキャン）（1回）

10,000  ブラジル・カラバリの
放射線（年間、大地などから）

2,400  1人当たりの自然
放射線（年間、世界平均）

水産物（イサキ・サザエ）
東京都では水産物の放射能検査を行いました。

イサキ

サザエ

9／8

9／8
波浮港

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満
（独）水産総合
　　　　　研究センター

検　査　機　関品目 採取場所採取日 放射性セシウム放射性ヨウ素

［参考］暫定規制値　　放射性ヨウ素：2,000Bq/㎏　放射性セシウム：500Ｂq/㎏
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10月から「子ども手当」が変わります!

重要！

チェック

子ども手当　Q＆A

10月分から支給額が変わります

申請が必要です！

次の方は速やかに申請してください

［手当の月額］（平成23年10月分～平成24年3月分）
　・0歳～3歳未満　　　　15,000円（一律） 

　・3歳～小学校修了前 　10,000円（第3子以降は15,000円） 

　・中学生　　　　　　　10,000円（一律） 

［支給月］
　・平成24年2月・・・平成23年10月分～平成24年1月分

　・平成24年6月・・・平成24年2月・3月分

　10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方かどうか審査しますので、これまで

受け取っていた方も含め、対象のお子さんを持つ全ての方は申請をしてください。

　子ども手当の支給対象世帯には、10月中に認定請求書を郵送します。なお、認定請求書が届かなかっ

た場合は、福祉けんこう課までお問い合わせください。

　認定請求期間については猶予期間を設けています。平成24年3月30日（金）までに請求または郵送（3

月31日の消印有効）にて請求を行えば、平成23年10月分の手当から受給できます。

［申請場所］福祉けんこう課・各出張所　
　　　　　　※公務員の方は勤務先へ申請してください。

・10月以降に他の市町村へ転居する方……転出した日（転出予定日）の次の日から数えて15日を経過　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 するまでに必ず申請してください。

・10月以降にお子さんが生まれる方………お子さんが生まれた日の次の日から数えて15日　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　を経過するまでに必ず申請してください。 

   ．なぜ支給対象全ての人が申請をしなくてはならないの？

  ．支給要件等の変更（子どもに対する国内居住要件を設けるなど）があるため、これまで受給者であ　

　った方が10月以降必ずしも受給者とならない場合があるためです。

   ．父母が別居している場合の受給者は？

  ．父母が別居して生計を同じくしていないような場合は、子どもと同居している方に支給します。単　

　身赴任など別居後も父母が生計を同じくしている場合は、生計を維持する程度の高い方が受給資格　

　者となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］福祉けんこう課　☎（2）1471

第3子とは、生計を同じくする（維
持する）18歳に達する日以後の最初
の3月31日までの間にある子どもの
中で数えることとなります。

～3歳未満と第3子以降は増額、3歳以上は減額に～

～これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、申請をお忘れなく！～

～3月までに申請しても遡って受け取れません～

認定請求書の
提出はお早めに！

例）19歳・16歳・10歳・5歳の子がいる場合、
　　5歳の子が第3子となります。

中学校卒
業前まで

の

お子さん
を持つ方

へ

注意！

Q
A

Q
A
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老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に

は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
12
月
上
旬
の
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け

ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉

扶
養
親
族
等
申
告
書
は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

年

金

受

給

者

の

み

な

さ

ん

へ

　
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
排
水
を
処
理

し
、
放
流
先
で
あ
る
海
の
水
質
を
保
全
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
す
。
し
か
し
、

適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
十
分

な
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
浄

化
槽
法
で
は
、
使
用
者
が
行
う
べ
き
３
つ

の
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
も
つ
都
登
録

業
者
が
実
施
す
る
定
期
的
な
点
検
作
業

②
清
　
　
掃

　
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
業
者
が
実
施

す
る
浄
化
槽
の
清
掃
作
業

③
法
定
検
査

　
知
事
が
指
定
し
た
機
関
が
実
施
す
る
①

と
②
の
状
況
等
を
客
観
的
に
判
断
す
る
検

査※
法
定
検
査
が
未
受
検
の
場
合
、
東
京
都

　
よ
り
指
導
文
書
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

※
浄
化
槽
の
廃
止
や
管
理
者
（
所
有
者
）

　
の
変
更
は
、
30
日
以
内
に
東
京
都
へ
の

　
届
出
が
必
要
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
環
境
局
廃
棄
物
対
策
部

　
一
般
廃
棄
物
対
策
課
施
設
審
査
係

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
3
5
8
3

10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

　
水
道
の
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
に
は

「
検
定
有
効
期
限
」が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
課
で
は
、使
用
量
を
正
確
に
量
る
た

め
、検
定
期
間
が
満
了
と
な
る
メ
ー
タ
ー
は

「
計
量
法
」
に
基
づ
き
新
し
く
取
替
え
て
い

ま
す
。取
替
え
は
、
水
道
課
が
委
託
し
た
大

島
町
水
道
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、不
在
の
場
合
は
取
替
え
の
際
に
無

断
で
立
ち
入
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、終
了
後

に
お
知
ら
せ
を
投
函
し
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
水
道
課
　
☎（
2
）1
4
7
8

　
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
や
ご
意
見
・

苦
情
な
ど
に
対
し
て
、
で
き
る
限
り
の
改
善
と
説
明
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
た
だ
、
投
書
の
な
か
に
は
匿
名
に
よ
る
投
書
が
あ
り
、
詳
し
い

状
況
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
回
答
や
広
報
等
の
掲
載
に
際
し
ま
し
て
は
、
投
稿
者
の
名
前
等

を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
に
対
す
る
投
書
に
は

必
ず
住
所
・
氏
名
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
１
日
よ
り
第
65
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
と
民
間
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
を
結
ぶ
募
金
運

動
と
し
て
、
昨
年
度
は
大
島
町
で
1
，
3
1
2
，
9
2
3
円
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
大
島
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
な
ど
5
件
に

2
，
3
5
8
，
1
9
4
円
が
配
分
さ
れ
、
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
「
た
す
け
あ
い
精
神
」
に
支
え
ら
れ
る
共
同
募
金

運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
提
出

を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
額
が
多
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
24
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
が
送
付
さ
れ
る
方

①
年
齢
が
65
歳
未
満
で

　
年
金
額
が
1
0
8
万
円
以
上
の
方

②
年
齢
が
65
歳
以
上
で

　
年
金
額
が
1
5
8
万
円
以
上
の
方

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
！

町
に
対
す
る
投
書
に
は

　
　
　
　
記
名
を
お
願
い
し
ま
す
！
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東 京 都 最 低 賃 金島 し ょ 地 区 芸 術 文 化 振 興 事 業

時間額 837円
平成23年10月1日発効

月給制・日給制・時間給制等　　　　
　　　　すべてに「時間額」が適用されます。

［問い合わせ］　　　　　　　　　　　　　

東京労働局賃金課　☎ 03（3512）1614

　
大
島
町
教
育
委
員
会
は
東
京
都
教
育
委

員
会
主
催
の
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
1
に
参
加
し
、
遺
跡
展
を
開
催
し

ま
す
。

◆
遺
跡
展
◆

『
大
島
の
遺
跡
』

　
下
高
洞
A
・
B
・
C

遺
跡
の
縄
文
時
代
の
埋

蔵
物
を
展
示
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
10
月
29
日
（
土
）

　
　
　
〜
11
月
6
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
場
所
﹈

　
大
島
町
郷
土
資
料
館

　
※
遺
跡
展
見
学
の
み
入
場
無
料

？
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
と
は
？

　
国
の
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
に
合

わ
せ
て
、
都
内
各
地
に
あ
る
文
化
財
を
一

斉
公
開
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
関
連
事

業
も
集
中
的
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
大
島
町
で
は
国
・
東
京
都
の
指
定

文
化
財
の
公
開
事
業
に
も
参
加
協
力
し
て

い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
5
3

　
延
期
し
て
い
た
Ｃ
級
グ
ル
メ
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
大
島
の
食
材
を
使
っ
た
新
メ
ニ

ュ
ー
を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
舌
で
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
内
容
﹈
コ
ン
テ
ス
ト
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

　
　
　
　
ン
・
模
擬
店

﹇
日
時
﹈
11
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分

﹇
場
所
﹈
公
共
駐
車
場
・
多
目
的
広
場

﹇
条
件
﹈

　
大
島
の
食
材
を
利
用
し
た
1
0
0
円
〜

2
0
0
円
の
審
査
商
品
を
50
食
程
度
用
意

で
き
る
こ
と
（
エ
ン
ト
リ
ー
企
画
以
外
の

販
売
も
可
）
。

※
営
業
許
可
を
取
っ
て
い
る
施
設
で
調
理

　
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

﹇
出
店
数
﹈
20
店
舗

﹇
出
店
料
﹈
1
，
0
0
0
円

﹇
募
集
締
切
﹈
10
月
31
日
（
月
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　
☎ 

（
2
）
1
4
4
6

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
2
0
1
1

　
大
島
町
収
穫
祭
の
開
催
に
伴
い
、出
店
者

の
募
集
を
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈12
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雨
天
開
催
）

﹇
場
所
﹈公
共
駐
車
場
・
多
目
的
広
場

　
　
　
　
　（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
横
）

﹇
内
容
﹈秋
の
農
作
物
、
花
、
島
の
食
材
を
使

　
　
　
っ
た
品
を
販
売
予
定

﹇
出
店
料
﹈１
店
舗
5
0
0
円

﹇
募
集
締
切
﹈10
月
25
日（
火
）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
伊
豆
大
島
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）3
5
0
6

漫
才
・
コ
ン
ト
・
落
語
の
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
！

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
10
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
7
時
（
午
後
6
時
　
開
場
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
集
会
室
　

　
　
　
　
※
入
場
無
料

﹇
出
演
者
﹈
漫
　
才
　
ホ
ン
キ
ー
ト
ン
ク
　
　

　
　
　
　
　
コ
ン
ト
　
コ
ン
ト
Ｄ
5
1

　
　
　
　
　
落
　
語
　
山
遊
亭
　
く
ま
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
遊
亭
　
歌
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
遊
亭
　
金
太
郎

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
5
3

収
穫
祭
出
店
者
募
集
!

出
店
者
募
集
中

C
級
グ
ル
メ
選
手
権
大
会

寄 席 公 演
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目標数　45,000人（単位：人）

28,457

1,039

1,465

30,961

26,541

816

1,323

28,680

92.6％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

23年 22年

平成23年8月の来島者数

サ
ツ
マ
イ
モ
の

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

銃
器
に
よ
る
キ
ョ
ン
捕
獲

実
施
区
域
変
更

　
昨
年
度
も
多
く
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、

有
害
鳥
獣
駆
除
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
産
業
課
で
は
引
き
続
き
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
実
施
し
て
お
り
、
誘
引
餌
と
な
る

「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
虫
食
い
等
の
不
要
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
産
業
課
農
業
係
☎
（
2
）
1
4
4
5

　
大
島
支
庁
で
は
外
来
生
物
法
に
基
づ

き
、
島
内
の
キ
ョ
ン
に
つ
い
て
銃
器
に

よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
よ
り
銃
器
巡
回
区
域
の
変

更
が
あ
り
、
野
増
の
一
部
と
旧
大
島
測

候
所
周
辺
を
外
し
、
差
木
地
の
北
側
の

一
部
と
波
浮
港
の
北
側
の
一
部
を
巡
回

し
ま
す
。詳
細
は
島
内
掲
示
板
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
安
全
面
に
十
分

注
意
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
支
庁
土
木
課
大
島
公
園
事
務
所
】

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
フ
ッ
ト
パ
ス
に
よ
る

自
然
を
体
験
で
き
る
体
験
型
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
奥
多
摩
町
）

﹇
日
程
﹈
①
10
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
②
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
③
11
月
２
日
（
水
）

﹇
定
員
﹈
各
回
25
人

森
林
セ
ラ
ピ
ー
（
檜
原
村
）

﹇
日
程
﹈
11
月
4
日
（
金
）

﹇
定
員
﹈
25
人

フ
ッ
ト
パ
ス
（
町
田
市
）

﹇
日
程
﹈
11
月
8
日
（
火
）

﹇
定
員
﹈
1
0
0
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

﹇
費
用
﹈
無
料

（
現
地
ま
で
の
交
通
費
は
各
自
負
担
）

﹇
対
象
﹈
18
歳
以
上
の
都
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

﹇
申
込
方
法
﹈
10
月
17
日
（
月
）
必
着
の

往
復
は
が
き
に
、
参
加
者
全
員
（
は
が
き

﹇
日
時
﹈
11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
都
庁
会
議
室

﹇
定
員
﹈
事
前
抽
選
で
15
人
ま
で
傍
聴
可

﹇
申
込
方
法
﹈

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し
た

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
通
の
み
有
効
）

で
、
〒
1
6
3
│

8
0
0
1

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
へ

﹇
締
切
﹈
10
月
31
日
（
消
印
有
効
）

﹇
付
議
予
定
案
件
の
照
会
﹈

　
都
庁
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

　
ま
た
は

　
都
庁
都
市
計
画
課

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
3
2
2
5

第
195
回

東
京
都
都
市
計
画
審
議
会
　

１
枚
に
2
名
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号
・
希
望

講
座
名
（
奥
多
摩
の
場
合
は
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
）
を
記
入
の
う
え
事
務
局
へ
郵

送
。

※
集
合
時
間
・
場
所
等
は
当
選
者
に
通
知
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.

tob
u
travel.co.jp

/fixed
_p
age/taiken

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
主
催
﹈
オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同

事
業
「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

○
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
東
武
ト
ラ
ベ
ル
㈱
内
事
務
局

　
☎
0
3
（
3
3
4
9
）
8
7
4
2

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
）

　
〒
1
6
3
―

0
6
9
0

　
新
宿
区
西
新
宿
１
―

25
―

１

　
　
　
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
Ｍ
Ｂ
１

○
講
座
内
容
に
つ
い
て

　
㈶
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

　
☎
0
4
2
（
3
8
2
）
7
7
8
1

体
験
型
一
般
公
開
講
座

森
林
セ
ラ
ピ
ー
・
フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者
募
集

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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い
ま
町
は
、焼
却
と
し
尿
・
汚
泥
再
生
処

理
（
以
下
「
再
生
処
理
施
設
」）
の
二
つ
の
施

設
を
建
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。再

生
処
理
施
設
は
町
に
と
っ
て
初
め
の
施
設

で
す
。イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
い
と
い
う
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、基
本
的
な
内
容

を
説
明
し
ま
す
。

な
ぜ
再
生
処
理
施
設
を
つ
く
る
の
？

　
こ
れ
ま
で
町
の
し
尿（
非
水
洗
の
ト
イ
レ

か
ら
汲
み
取
ら
れ
る
も
の
）や
浄
化
槽
の
汚

泥（
単
独
浄
化
槽
・
合
併
浄
化
槽
に
た
ま
る

泥
状
の
固
形
分
）は
、
海
岸
付
近
の
素
掘
り

の
穴
に
捨
て
て
処
理
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
の
法
律
に
よ
っ
て
そ
れ
が
で
き
な
く
な

り
、適
正
施
設
に
て
再
生
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
二
つ
の
施
設
を
つ
く
る
の
？

　
焼
却
施
設
で
あ
る
野
増
清
掃
工
場
が
老

朽
化
し
、毎
年
多
額
の
修
繕
費
が
か
か
る
た

め
、最
新
の
技
術
を
導
入
し
た
新
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
二
つ
の
施
設
を
同
時
に
、同
一
敷

地
内
に
建
設
し
、お
互
い
の
処
理
過
程
で
関

連
性
持
た
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
焼
却
施
設
か
ら
発
生
す
る
処
理
排
水（
生

活
用
水
・
ピ
ッ
ト
内
排
水
等
）は
隣
接
の
再

生
処
理
施
設
で
適
正
処
理
さ
れ
、そ
こ
か
ら

排
出
さ
れ
る
汚
泥
は
焼
却
施
設
で
助
燃
剤

と
し
て
焼
却
処
理
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
二
つ
の
施
設
を
併
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、施
設
の
運
転
や
運
営
に
係
る
維

持
管
理
費
等
が
低
廉
と
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
処
理
の
方
法
や
流
れ
は
？

　
再
生
処
理
の
方
法
や
過
程
の
基
本
的
な

流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
各
家
庭
等
か
ら
収
集
さ
れ
た
し
尿
・
汚

泥
か
ら
、
ご
み
類
・
砂
等
を
除
去
し
、
固
体

と
液
体
に
分
け
て
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
固
体
（
汚
泥
）
は
水
分
含
有
率
を
70
％
ま

で
絞
り
、助
燃
剤
と
し
ま
す
。

▼
液
体
は
、
活
性
炭
や
砂
、
薬
品
な
ど
を
使

っ
て
色
や
臭
い
を
取
り
、最
終
的
に
細
菌
類

の
消
毒
を
し
て
、国
や
都
の
規
準
に
適
合
し

た
安
全
な
水
と
し
た
う
え
で
、処
理
水
と
し

て
沢
に
放
流
し
ま
す
。

▼
放
流
水
に
つ
い
て
は
、常
に
監
視
し
て
い

く
シ
ス
テ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、異

常
等
が
発
生
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
対
処
で

き
る
方
式
を
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
評
価
審
査
で
業
者
を
選
定

　
導
入
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

（
最
終
的
に
4
社
）の
提
案
の
中
か
ら
、建
設

費
や
維
持
管
理
費
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、

「
総
合
評
価
審
査
委
員
会
」（
前
号
参
照
）
で

審
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
焼
却
施
設
と
再
生
処
理
施
設
は
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
メ
ー
カ
ー
が
、企
業
体（
Ｊ
Ｖ
）

を
組
ん
で
参
加
し
て
き
ま
す
の
で
、両
方
の

処
理
施
設
の
提
案
を
同
時
に
審
査
す
る
事

に
な
り
ま
す
。

　「
メ
ー
カ
ー
の
提
案
」
を
検
討
し
て
業
者

を
選
定
す
る
方
式
を
採
用
し
た
理
由
は
、大

き
な
金
額
が
動
く
建
設
事
業
で
あ
り
、優
れ

た
処
理
施
設
を
、な
る
べ
く
安
く
建
設
す
る

事
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ
き
、循
環
型

施
設
整
備
に
関
す
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧

お
よ
び
意
見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

﹇
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間
﹈

　
10
月
3
日（
月
）〜
17
日（
月
）

　
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

﹇
縦
覧
場
所
﹈

　
生
活
環
境
課
・
各
出
張
所

﹇
縦
覧
方
法
﹈

・
縦
覧
場
所
で
の
縦
覧

・
貸
し
出
し
は
禁
止

﹇
意
見
書
記
載
事
項
﹈

　
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、本
都
市
計

画
案
に
関
す
る
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

様
式
は
任
意
と
し
ま
す
。

﹇
意
見
書
の
提
出
先
﹈

　
生
活
環
境
課
　
循
環
型
施
設
整
備
担
当

﹇
提
出
方
法
﹈

　
直
接
持
参
ま
た
は
各
出
張
所
交
換
便
を

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

循
環
型
施
設
整
備
シ
リ
ー
ズ
③

し
尿
・
汚
泥

　
　
　
再
生
処
理
施
設
っ
て
何
？

都
市
計
画
案
の

　
　
縦
覧
・
意
見
書
の
受
付

汚泥再生処理センターの基本的処理フロー

焼却施設

放流

受入貯留・前処理工程

（分離液）
沈
砂
除
去

し尿

浄化槽汚泥

生ごみ
（給食センター）

（汚泥）

消毒処理
工程

高度処理
工程主処理工程

資源化処理工程

助燃剤化

次亜塩素酸
ナトリウム
注入

活性炭吸着
消化・
脱窒素槽

除
　
　
残

貯
　
　
留

破
砕
・
選
別

脱
水
・
濃
縮
又
は
凝
集
分
離
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将
来
に
向
け
て
、
ご
み
の
減
量
は
大
き

な
目
標
で
あ
り
、
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
昨
年
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
家
庭
の
生
ご
み
を
分
別
回
収

し
て
堆
肥
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
焼
却
ご

み
の
減
量
を
計
画
し
た
場
合
の
町
民
の
意

見
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
み
に
対
す
る
意
見
・
考
え
方
を
知
る

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
結
果
の
一
部
を
掲
載
し
ま

す
。

　
配
　
布
　
4,
2
1
0
部

　
回
　
収
　
2,
7
9
1
部

　
　
　
　
　
　
（
回
収
率
66
％
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
配
布
・
回
収
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
水
色
回
収
箱
は
資
源
ご
み
を
分
別
回
収
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
生
ご
み
等
の
燃
え
る
ご
み
や
家
電
製
品
は
絶
対
に
持

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
資
源
ご
み
は
分
別
と
水
洗
い
を
し
、
必
ず
指
定
日

に
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
分
別
し
直
す
作
業
に
は
多
く
の
手
間
と
時
間
・
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
！

重労働です！

回収業者

水色回収箱

きちんと分別された
ものはリサイクル
センターへ

分別されていないと
リサイクルセンター
へ持って
行けません！

・金属ごみ　　　・空き缶
・ビン・ガラス　・ペットボトル
・プラスチック　・発泡スチロール

分別しなおし
リサイクルセンターへ

非分別ここにも
   税金が!!

各家庭リサイクルセンター

生ごみや家電
まである！

みんながちゃんと
分別してくれて
いれば…

分類ごとの仕分け作業

護
美
護
美
を
考
え
る
第100号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

生ごみの処理方法は

生ごみの堆肥を実施する場合、
協力をいただけるか？

効果的と思われる
取組みは何ですか

できた堆肥を農業、
家庭菜園で使用したい
と思うか

49.3％

75.0％3.2％

6.2％

20.5％
20.5％

0.1％

6.3％

3.3％

水切り等を行って
から可燃ごみとして
出す

町の決めた分別に
協力できる

66.4％16.2％

17.3％
思う

45.3％

10.2％

17.4％

21.1％

無駄なものは
買わない

わからない

家庭用の生ごみ処理機
を使用する

全地区で生ごみを
分別し、堆肥を
つくる施設で
再利用する

思わない

どちらとも
いえない

協力できない
（したくない）

記述あり

記述あり

0.2％無回答

15.4％
わからない

そのまま畑や庭
などに埋める

そのまま可燃ごみ
として出す

家庭用の生ごみ
処理機等を使用
して堆肥をつく
り、利用している

無回答
その他

0.1％無回答

0.1％5.9％ 無回答

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！
水
色
回
収
箱
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﹇
対
象
者
﹈
65
歳
以
上
の
方

﹇
講
　
師
﹈
新
井
恵
子

﹇
最
小
実
施
人
数
﹈
各
地
区
3
人
よ
り

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈
　
　
　

　
　
住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2

※
ボ
ー
ル
等
を
使
っ
て
楽
し
く
遊

　
び
ま
す
。
杖
を
使
っ
て
い
る
方
、

　
車
椅
子
の
方
な
ど
も
お
気
軽
に

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室

動いて、
　笑って、
体と頭の
　健康教室

10月26日（水）
野増公民館
午後1時30分～3時

10月27日（木）
クダッチ老人福祉館
午前10時～11時30分

　
日
本
人
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
２
〜
3

割
程
度
と
先
進
国
の
中
で
も
最
低
ラ
イ
ン
に

あ
り
ま
す
。

《
大
島
町
の
昨
年
の
受
診
率
》

　
胃
が
ん
検
診
　
　
20
・
9
％

　
肺
が
ん
検
診
　
　
22
・
7
％

　
大
腸
が
ん
検
診
　
21
・
1
％

　
子
宮
が
ん
検
診
　
19
・
6
％

　
乳
が
ん
検
診
　
　
27
・
5
％

　
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
１
位
で
す
。早
期

発
見
で
き
る
検
診
を
受
け
な
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
？
忙
し
い
か
ら
？
自
分
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
る
か
ら
？ 

  

受
け
ま
し
ょ
う
！
年
に
一
度
は
検
診
を
！

﹇
場
所
﹈医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
期
間
﹈平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

﹇
実
施
日
﹈

　
　
　
火
曜
日
・
木
曜
日
、月
１
回
日
曜
日

﹇
予
約
﹈医
療
セ
ン
タ
ー
　
☎（
2
）2
3
4
6

　
　
　
平
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

﹇
検
診
の
種
類
﹈

　
胃
が
ん（
Ｘ
線
ま
た
は
内
視
鏡
）、肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
腹
部
Ｃ
Ｔ
、
骨
粗
し

ょ
う
症

﹇
料
金
﹈各
検
診
年
１
回
の
み
無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
2
）8
1
4
1

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
皆
さ
ん
は
、
就
学
時
健
康
診
断
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
児
童
の
保
護
者
宛
に
は
実
施
案
内

を
送
付
し
ま
す
。
当
日
、
必
要
書
類
等
を

お
持
ち
に
な
り
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
案
内
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈

　
10
月
28
日
（
金
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
時
間
が
異

　
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
場
所
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
　
☎
（
2
）
1
4
5
3

　
受
付
開
始
　 

　
　
健
診
開
始

午
後
１
時
　
　
　
午
後
１
時
30
分

午
後
１
時
30
分
　
午
後
2
時

午
後
2
時
　
　
　
午
後
2
時
30
分

北部  中部  南部

﹇
島
内
（
来
庁
者
等
）﹈▼
8
月
10
日
井
口
村

表
敬
／
波
浮
港
現
代
美
術
展
表
敬
▼
11
日

９
月
補
正
予
算
町
長
査
定
／
首
都
大
学
東

京
・
福
士
先
生
（
放
射
線
科
学
域
長
）
懇
談

▼
12
日
首
都
大
学
学
生
懇
談
／
商
工
会
夏

ま
つ
り
打
合
せ
／
波
浮
港
現
代
美
術
展
前

夜
祭
（
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
挨
拶
）▼
13
日
伊

豆
大
島
夏
ま
つ
り
（
１
日
目
）▼
14
日
伊
豆

大
島
夏
ま
つ
り
（
2
日
目
）▼
15
日
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
大
学
懇
談
▼

16
日
名
誉
町
民
徽
章
伝
達
式
（
故
藤
井
豊

氏
・
故
川
島
忠
一
氏
　
ご
遺
族
）▼
18
日
全

国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
選
手
団
見

送
り
▼
19
日
本
宮
議
員
／
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
観
光

環
境
地
域
づ
く
り
事
業
第
一
回
検
討
委
員

会
挨
拶
▼
22
日
波
浮
港
現
代
美
術
展
関
係

者
表
敬
／
海
洋
国
際
高
校
副
校
長
・
留
学

生
他
懇
談
／
都
技
監
・
建
設
局
長
表
敬
▼

23
日
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
加
茂
市
親
善
児

童
懇
談
／
法
政
大
学
「
大
島
探
検
隊
」
懇
談

／
日
本
共
産
党
大
島
町
議
団
・
要
望
書
提

出
／
波
浮
港
現
代
美
術
展
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

／
循
環
型
施
設
整
備
特
別
委
員
会
打
合
せ

／
第
36
回
あ
ゆ
み
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
大
島
高
校
）
挨
拶
▼
25
日
循
環
型
施

町
長
の
う
ご
き
8
月
１０
日
〜
9
月
9
日
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母親学級（予約制）妊婦さん対象
［場　所］けんこうセンター
［時　間］午後１時 30分～ 4時頃
［持ち物］母と子の保健バッグ（1日目のみ）・母子手帳
［日　程］1 コース 4日制
　　　　10月 17日（月）〈保健師〉
 　  　　お産の準備・妊産婦体操・懇親会✿
　　　  10 月 19 日（水）〈歯科医師・歯科衛生士〉
  　 　　歯科健診・楽しいブラッシング♥　
　　　 10 月 21 日（金）〈産婦人科医師・栄養士〉
 　  　　妊娠中の健康管理・妊産婦の栄養（*^_^*）
　　　　10月 31日（月）〈保健師〉
   　　　赤ちゃんの保育と沐浴・懇談会★

相
　
　
　
　
　
　
　
　
談

健
　
診

予
防
接
種

こころの健康相談

糖尿病予防栄養相談

栄養・食生活相談

簡単バランス食相談

歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

親子で歯科相談

健康相談

6・9ケ月児健診

5・12日は離乳食相談、19・26日は保健相談あり

定期（三種混合・二種混合・麻疹・風疹・日本脳炎）

任意（ヒブ・肺炎球菌・子宮頸がん  など）

けんこうセンター（相談）　　　☎（2）8141

医療センター（健診・予防接種）☎（2）2346

前田内科クリニック（予防接種）☎（2）7700

3日（月）・12日（水）

6日（木）

13日（木）

20日（木）

12日（水）・その他

13日（木）・その他

20日（木）・その他

ご連絡ください

毎週水曜日

1 0 月 の 予 定

　
野
菜
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

も
１
日
3
5
0
ｇ
（
子
ど
も
は
2
5
0

ｇ
）
以
上
が
目
標
で
、
料
理
に
す
る
と
１

日
5
皿
以
上
必
要
で
す
。
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！

5
皿
と
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
！
例
え
ば
…

①
具
だ
く
さ
ん
味
噌
汁

　
大
根
・
人
参
・
き
の
こ
・
か
ぼ
ち
ゃ
・

い
ん
げ
ん
等

②
野
菜
サ
ラ
ダ

　
キ
ャ
ベ
ツ
・
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
パ

プ
リ
カ
・
紫
タ
マ
ネ
ギ
等

③
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

　
ご
ぼ
う
・
に
ん
じ
ん
・
こ
ん
に
ゃ
く
等

④
あ
し
た
ば
の
ご
ま
あ
え

　
あ
し
た
ば

⑤
野
菜
の
煮
物

　
か
ぼ
ち
ゃ
・
人
参
・
た
け
の
こ
・
し
い

た
け
・
い
ん
げ
ん
・
オ
ク
ラ
等

＊
ミ
ニ
レ
シ
ピ
＊

  

あ
し
た
ば
甘
酢
あ
え

﹇
材
料
﹈
（
１
人
分
）

・
ア
シ
タ
バ 

10
ｇ
　
・
ミ
ョ
ウ
ガ 

10
ｇ

・
カ
イ
ワ
レ 

10
ｇ
　
・
レ
タ
ス
　 

20
ｇ

ー

・
柿
　
20
ｇ
　
　
　 

・
か
ま
ぼ
こ 

20
ｇ

・
酢
　
大
さ
じ
１
　 

・
砂
糖 

小
さ
じ
１

・
塩
　
少
々

﹇
作
り
方
﹈

①
ア
シ
タ
バ
は
色
よ
く
茹
で
て
２
〜
３

　
㎝
に
切
る
。

②
ミ
ョ
ウ
ガ
は
千
切
り
に
し
、
カ
イ
ワ

　
レ
・
レ
タ
ス
・
柿
・
か
ま
ぼ
こ
は
食

　
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

③
酢
・
砂
糖
・
塩
を
合
わ
せ
て
お
く
。

④
野
菜
と
③
を
ざ
っ
く
り
と
合
わ
せ
、

　
器
に
盛
る
。

﹇
栄
養
価
﹈
１
人
分

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
61
・
4
㎉

・
た
ん
ぱ
く
質
　
3
・
1
ｇ

・
塩
分
　
　
　
　
0.5
ｇ

野
菜
　
　  
で
健
康
増
進

パ
ワ

食
欲
の
秋
！

設
整
備
特
別
委
員
会
／
東
京
都
議
会
議
員
・

西
岡
真
一
郎
氏（
東
京
都
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

連
合
会
長
）
表
敬
／
『
住
み
よ
い
大
島
を
創

る
会
』懇
談
会
▼
26
日
東
海
汽
船
・
国
士
舘

大
学
国
際
交
流
打
合
せ
／
親
善
少
年
野
球

大
会
開
会
式
挨
拶
／
江
東
区
議
会
議
員
・

若
林
茂
氏
表
敬
▼
27
日
第
5
回
ス
タ
ー
ナ

イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
28
日
消
防
団
合
同
訓
練
挨
拶
／
親
善
少

年
野
球
大
会
閉
会
式
挨
拶
▼
29
日
波
浮
現

代
美
術
展
（
寄
贈
に
つ
い
て
）
／ 

流
通
経
済

大
学
懇
談
／
都
市
町
村
職
員
共
済
組
合
施

設
運
営
報
告
▼
9
月
１
日
大
島
町
庁
議
▼

2
日
筑
波
大
学
院
生
懇
談
／
決
算
審
査
監

査
講
評
▼
3
日
め
ぐ
み
ま
つ
り
▼
5
日
循

環
型
施
設
整
備
特
別
委
員
会
／
中
川
雅
治

参
議
院
議
員
・
丸
川
珠
代
参
議
院
議
員
・

三
宅
正
彦
都
議
他
来
庁
懇
談
▼
6
日
都
港

湾
局
技
監
・
前
田
氏
表
敬
／
芝
税
務
署
長

他
表
敬
▼
7
日
東
海
汽
船
社
長
他
表
敬
／

都
行
政
部
長
表
敬
▼
8
日
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

／
養
護
施
設
地
域
説
明
会
・
講
演
会（
間
伏
）

▼
9
日
国
士
舘
大
学
留
学
生
懇
談

﹇
島
外
﹈▼
8
月
24
日
六
番
町
法
律
事
務
所

▼
30
日
島
嶼
一
部
事
務
組
合
第
4
回
組
織

団
体
長
会
議
／
島
嶼
町
村
長
第
2
回
定
期

会
議
／
東
京
都
島
嶼
町
村
会
・
同
議
長
会

第
3
回
合
同
会
議
／
島
嶼
一
部
事
務
組
合

議
会
第
3
回
臨
時
会

パパさん
も

大歓迎!
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71．1986年C溶岩流
　1986年の割れ目噴火で
外輪山「C火口列」から流
れ出た溶岩流の先端部で
す。溶岩の断面では内部
の構造を観察できます。

　
や
っ
と
涼
し
く
な
り

登
山
に
絶
好
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の

観
光
客
が
山
頂
の
ジ
オ

パ
ー
ク
展
を
訪
れ
て
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
地

球
や
大
地
の
息
吹
を
感

じ
取
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。 伊

豆
大
島

ジ
オ
サ
イ
ト

　
　
　
め
ぐ
り

74．沢立
　墓地になっている平坦
地は、マグマ水蒸気爆発
を起こして作られた浅い
皿のような火口の底で、
タフリングといいます。
墓地を円形に囲む斜面は
火口壁です。

72．長根
　1338年？噴火時に当時の谷に流れて低い所を埋

めた溶岩流です。
まわりのもろい
地層は侵食され
て、硬い溶岩が
岬として残って
います。

73．赤禿
　側火山のひとつで海岸遊歩道の切り
通しではスコリア丘の内部を観察でき
ます。赤い色をしているのは、スコリ
アに含まれる鉄分が高温時に空気中で
酸化したためです。

［問い合わせ］伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局　町長室振興企画係　☎（2）1444

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

  

電
気
自
動
車
を
活
用
し
た

　   

観
光
環
境
地
域
づ
く
り

　
大
島
町
で
は
平
成
22
年
９
月
14

日
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受

け
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
重
要
な
観
光

資
源
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
環
境
を
融
合
さ
せ
た

観
光
環
境
町
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
振
興
と
低
炭
素
社
会
の
両
立
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
考
え
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
電

気
自
動
車
を
活
用
し
た
観
光
P
R

な
ど
の
実
証
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
平
成
23
年
度
東
京
都
地
球
温

暖
化
対
策
等
推
進
の
た
め
の
区
市

町
村
補
助
事
業
を
活
用
し
、
電
気

自
動
車
2
台
（
町
公
用
車
1
台
・

観
光
協
会
1
台
）
と
島
内
3
カ
所

に
充
電
器

を
導
入
し

ま
し
た
。

今
後
、
住

民
試
乗
会

な
ど
も
予

定
し
て
い

ま
す
。

火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
23
年
8
月
の
概
況
﹈

　
火
山
性
地
震
の
回
数
は
少
な
く
、
地
震

活
動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
、

主
に
三
原
山
周
辺
の
浅
い
と
こ
ろ
に
分
布

し
ま
し
た
。
22
日
に
は
、
火
口
内
で
の
崩

落
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
26
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
は
、
三

原
山
山
頂
火
口
付
近
で
落
石
音
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
火
口
内
に
は
崩
れ
や
す
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
今
ま
で
に
も
小
規
模
な
土
砂

崩
れ
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
火
口
内

の
地
表
面
温
度
や
周
辺
の
噴
気
温
度
に
大

き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
連
続
観
測
で
は
、
地
下

深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
島
全
体
の
長
期
的
な
膨
張
傾
向
が
継

続
し
て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は
平
成
23
年

１
月
か
ら
縮
み
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
三
原
山
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の

兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
1
6
6
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島
嶼
会
館
は
、
平
成
23
年
8
月
31
日

を
も
っ
て
旅
館
業
を
廃
止
し
、
平
成
23

年
9
月
下
旬
か
ら
平
成
24
年
3
月
中
旬

ま
で
の
工
期
で
解
体
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
49
年
8
月
の
開
業
よ
り
37
年
間

で
延
べ
１
，
0
7
5
，
0
7
5
人
の
島
嶼

住
民
の
方
の
宿
泊
や
、
都
下
に
お
け
る

島
嶼
の
拠
点
と
し
て
、
宿
泊
の
み
な
ら

ず
食
事
や
会
議
室
等
の
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
開
業
予
定
の
新
・

島
嶼
会
館
（
仮
称
）
は
、
現
島
嶼
会
館
の

役
割
を
継
承
し
、
設
計
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
近
隣
施
設
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
会
館
近
隣
施
設
の
ご
案
内
﹈

　
平
日
の
み

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

  

　
☎
0
3（
3
4
3
7
）3
0
6
1

﹇
事
務
局
﹈

　
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

　
　
☎
0
3（
3
4
3
2
）4
9
6
1
　

［住　　所］東京都港区海岸一丁目14番１号
［客　　室］全87室（バス・トイレ付）
　　　　　　　和室　シングル12室、ツイン14室
　　　　　　　洋室　シングル51室、ツイン7室
　　　　　　　ユニバーサルデザイン3室
［宿泊者数］定員111人・最大収容185人
［建物構成］1　階　 ロビー・レストラン
　　　　　　　　　　交流スペース
　　　　　　2　階　 事務所・会議室
　　　　　　3～5階　宿泊室
　　　　　　6　階　 共同浴室・展望デッキ
［今後の予定］
・23年度末に建設工事開始　・25年5月頃に開業

島
嶼
会
館

解
体
工
事
を
開
始

旧芝離宮恩賜庭園から望む西側立面イメージ

交通アクセス
・JR浜松町駅 北口より、徒歩6分
・都営大江戸線大門駅B1 出口より、徒歩9分
・東京臨海新交通ゆりかもめ竹芝駅 下車 徒歩3分
・東海汽船竹芝桟橋より、徒歩5分

新・島嶼会館（仮称）建設計画

○
ぼ
く
ら
が
旅
に
出
る
理
由

﹇
著
者
﹈山
下
卓

﹇
発
行
﹈エ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ブ
レ
イ
ン

中
2
の
夏
、
思
わ
ず

飛
び
乗
っ
た
船
で
少

女
と
出
会
い
…
。大
島
が
舞
台
の
物
語
。

○
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
　
光
の
王
国

﹇
著
者
﹈福
岡
伸
一

﹇
発
行
﹈木
楽
舎

生
物
学
者
が
行
く
、

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の

作
品
を
め
ぐ
る
旅
。

○
手
紙
・
は
が
き

　
　
　
基
本
文
例
集

﹇
発
行
﹈主
婦
の
友
社

基
礎
や
目
的
別
な
ど
便

利
な
手
紙
辞
典
。

○
看
護
覚
え
書

﹇
訳
者
﹈薄
井
坦
子
他﹇
発
行
﹈現
代
社

家
庭
で
も
役
立
つ
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
。

○
慈
雨
の
音（
流
転
の
海 

第
六
部
）

﹇
著
者
﹈宮
本
輝﹇
発
行
﹈新
潮
社

花
の
回
廊
に
続
く
、戦
後
時
代
の
父
と
子
。

○
東
京
の
戦
争
と
平
和
を
歩
く

﹇
編
者
﹈東
京
都
歴
史
教
育
者
協
議
会

﹇
発
行
﹈平
和
文
化

○
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
！

﹇
著
者
﹈田
部
智
子
　﹇
画
家
﹈岡
田
千
晶

﹇
発
行
﹈福
音
館
書
店

ユ
ウ
レ
イ
通
り
商
店

街
で
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

V
S
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

の
バ
ト
ル
が
！

☎（
2
）2
3
9
2
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都
内
45
か
所
の
公
証
役
場
で
、
無
料

の
公
証
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
公
証
人
会
の
本
部
で
は
、
特
設
電
話

☎
0
3
（
3
5
0
2
）
8
2
3
9
を
設

置
し
て
、
１
日（
土
）・
2
日（
日
）も
対

応
し
ま
す
。

﹇
受
付
時
間
﹈午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
4
時
30
分

　
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
公
証

役
場
か
東
京
公
証
人
会
☎
0
3

（
3
5
0
2
）8
0
5
0
へ
。

　
　
東
京
法
務
局
・
東
京
公
証
人
会

老
後
の
安
心
設
計
!!

そ
れ
は
遺
言
と
任
意
後
見
で

10
月
１
日
〜
7
日

　
10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」「
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
」な
ど
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
10
月
の
行
政
相
談

　﹇
日
　
時
﹈10
月
19
日（
水
）

   

　 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

　﹇
場
　
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　﹇
相
談
員
﹈安
本
　
近
志

◆「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

　
　
　
　（
東
京
行
政
評
価
事
務
所
）

　
☎
0
5
7
0
│

０
９
０
１
１
０

　
F
A
X
0
3（
5
3
3
1
）1
7
6
1

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、

　
☎
0
3（
3
3
6
3
）1
1
0
0

◆
東
京
総
合
行
政
相
談
所

　（
西
武
百
貨
店
池
袋
店
７
階
、

　
　
　
　
休
業
日
を
除
く
毎
日
受
付
）

　
☎
0
3（
3
9
8
7
）0
2
2
9

　
Ｅ
メ
ー
ル

　h
ttp
s://w

w
w
.so
u
m
u
.go.jp

/

　
　h
you
ka
/gyou

sei-form
.h
tm
l

「
行
政
相
談
週
間
」

ご
存
知
で
す
か
？

﹇
日
時
﹈

　
10
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
4
時

　
　
　
12
日
（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
4
時

　
　
　
13
日
（
木
）
午
前
9
時
〜
正
午

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
１
階

﹇
受
付
﹈
予
約
不
要

　
　
　
　
終
了
時
間
30
分
前
ま
で
受
付

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
法
務
局

　
　
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
☎
0
3
（
5
2
1
3
）
1
3
2
9

　
　
法
人
登
記
部
門
（
商
業
・
法
人
）

　
　
　
☎
0
3
（
5
2
1
3
）
1
3
3
3

特
設
登
記
所

東
京
法
務
局

﹇
相
談
内
容
﹈
土
地
・
建
物
の
調
査
・
測

量
、
境
界
問
題
お
よ
び
不
動
産
の
表
示
に

関
す
る
登
記
の
相
談

﹇
日
時
﹈
10
月
4
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

﹇
場
所
﹈

　
柴
山
清
和
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

　
　
　
（
元
町
字
吉
谷
4
1
1
番
14
）

﹇
相
談
担
当
﹈

　
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
七
島
支
部

﹇
後
援
﹈
東
京
法
務
局

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
、
法

律
・
税
金
・
登
記
な
ど
総
合
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

﹇
相
談
内
容
﹈

　
例
え
ば
、
こ
ん
な
相
談
。

﹇
日
時
﹈
10
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

※
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、
出
張

　
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

﹇
料
金
﹈
当
日
の
相
談
の
み
無
料

﹇
予
約
﹈
予
約
不
要
で
す
が
、
予
約
受

付
も
し
て
い
ま
す

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
司
法
書
士
法
人

　
担
当
　
後
閑

　
☎
0
3
（
3
5
9
8
）
0
4
4
4

く
ら
し
の
総
合
相
談

古い抵当権を抹消したい

先祖名義の土地
の相続登記を…

配偶者との関係が
うまくいっていない

借金の返済、もう限界だ！

不動産を売ったけど
税金はどのくらい？

障害を持つ子どもや
高齢な父母の将来が不安

第
三
回
　

議
会
定
例
会 

開
催
中

﹇
予
定
﹈

　
10
月
3
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　
　
　
4
日
（
火
）
常
任
委
員
会

　
　
　
5
日
（
水
）
本
会
議

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
9
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東
京
三
弁
護
士
会
と

法
テ
ラ
ス
共
催

に
よ
る
法
律
相
談
会

　
10
月
は
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
東

京
地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
東
京
）
の
島

嶼
部
巡
回
法
律
相
談
と
共
催
し
て
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。当
日
は
2
名
の

弁
護
士
で
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈10
月
12
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
11
月
9
日（
水
）

﹇
場
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈ 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

　
・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
東
京
地
方
事
務
所

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
3（
3
5
9
5
）8
5
7
5

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る

方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た

時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無

料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
4
時

※
当
日
お
待
ち
い
た
だ
か
な
い
た
め
に
、

　
事
前
の
予
約
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9

　
時
〜
午
後
5
時
（
祝
祭
日
除
く
）
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
の
声
課

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

　
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」
で
す
。

10月の相談日

月・水・金

7

14

21

28

5

12

19

26

3

休

17

24

31

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し
ょ

住
民
を
対
象
に
し
た
「
電
話
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
」を
実
施
し
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈

　
平
成
23
年
10
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
　
11
月
25
日（
金
）

　
　
　
　
　
12
月
16
日（
金
）

　
平
成
24
年
１
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
2
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
3
月
23
日（
金
）

﹇
実
施
時
間
﹈

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

　
１
件
あ
た
り
20
分
・
完
全
予
約
制

﹇
予
約
・
相
談
方
法
﹈

①
第
二
東
京
弁
護
士
会
へ
電
話
予
約

　（
平
日
の
午
前
9
時
15
分
〜
午
後
5

　
時
15
分
）

②
予
約
後
に
F
A
X
に
て
送
付
さ
れ

　
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
必
要
書
類

　
と
共
に
相
談
日
の
2
日
前
ま
で
に

　
送
付

③
予
約
日
時
に
相
談
受
付
電
話
番
号

　
へ
電
話
し
、担
当
弁
護
士
に
相
談

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
第
二
東
京
弁
護
士
会

　
☎
0
3（
3
5
9
2
）1
8
5
5

島
し
ょ
住
民
を
対
象
に
し
た

電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

お気軽に
ご相談ください

　
10
月
11
日
（
火
）
か
ら
10
月
20
日

（
木
）
ま
で
の
間
「
平
成
23
年
全
国
地
域

安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

○
侵
入
等
被
害
の
防
止

○
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

○
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

を
重
点
に
各
種
防
犯
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
最
近
、
盗
難
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
お

出
掛
け
の
際
は
、
玄
関
・
窓
に
必
ず
鍵
を
掛

け
ま
し
ょ
う
。
車
か
ら
離
れ
る
場
合
も
、
窓

を
閉
め
て
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
各
地
区
の
有
志
に
よ
る
舞
踊
シ
ョ
ー
や
防

犯
映
画
の
上
映
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家

族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
10
月
1
日
（
土
）
午
後
７
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
入
場
﹈
無
料

「
守
ろ
う
よ

　
　
わ
た
し
の
好
き
な

　
　
　
　
　
　
　
街
だ
か
ら
」



☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

米寿（88歳）を迎えられた皆さん

大正13年4月1日～大正14年3月31日生まれ（順不同・敬称略）

《名前のみ》

平成23年9月1日現在、
大島町には65歳以上の方が2,720人
（人口比31.6％）いらっしゃいます。
金婚を迎えたご夫婦は25組、米寿を
迎えた方は47名です。

・柴田　ツネ（元）・鈴木　りの（元）・宮下　　守（元）・大澤　和助（北）・都田　靜香（北）
・山田　　浩（北）・川島うめ子（岡）・白井きく江（岡）・小川　君枝（間）・笠間キヨ子（間）
・原　　タツ（差）・藤田とも江（差）・水町　節子（差）・飯田　仁子（ホ）

山下忠教(北) 岡本治五平(岡) 岡本まつ(岡) 加藤貴美子(岡) 川島富一(岡) 山下一太郎(岡)

笹原ひさ(野) 小川みはる(間) 木村七治郎(差) 木村徳雄(差) 五丿井一枝(差)

山田一藏(元) 青木　巖(北) 森川ひさ子(北)小島ひさ子(北) 原　淑子(北)

秋田和男(ク) 小松善之助(ク) 瀧口誠一(ク) 山梨　東(ク) 植村繁子(ホ)

小池智子(ホ) 間宮アイ子(ホ)

坂下三夫(泉)

五丿井脩市(差)

木村美代子(ホ)阿南　忠(ク)

栁川惠子(ホ)

植村治男(元)

植村リサ子(野)

井部千惠子(北)

おじいちゃん、
　　　おばあちゃん

   氏　名　　地　区　年齢   性別

志村まさみ　ホーム　103　 女

小坂　でん　ホーム　103　 女

佐藤　ぬゐ　ホーム　102　 女

髙橋　モヨ　岡　田　101　 女

曽根　ちよ　野　増　100　 女

藤野　つね　野　増　  99　 女

白井　和子　ホーム　  99　 女

井澤　　武　差木地　  99　 男

寺田　ハナ　元　町　  99　 女

酒井　ハル　北の山　  98　 女

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

大
島
町
長
寿
ベ
ス
ト
10

長寿・米寿・金婚の紹介は、平成23年9月19日現在のものです。また、申
し出等により掲載していない方もいます。

いつまでもお元気で！

●ま・ち・の・わ・だ・い

16広報おおしま平成23年10月号



●ま・ち・の・わ・だ・い

《名前のみ》　

・浅沼　豊昭・春代（元）　・鈴木　秀雄・みさ子（元）・只野　士朗・すみ子（元）
・平井　　操・澄子（元）　・植松　俊彦・好枝（北）　・北原　末松・武子（北）　
・野口　正典・美江子（北）・和泉　参郎・鈴千代（岡）・秋野　益男・就子（ク）　
・松木　正・明美（波）　　・吉本　篤雄・さよ子（波）

髙栁　俊樹・典子（波）

金婚式（50年）を迎えられた皆さん（順不同・敬称略）

宮崎　清志・行子（野） 杉浦　登・久子（間）

内田宗一郎・輝美（野）

堤　埵目義・定子（ク）

尾川　武雄・悦子（北） 佐々木幹男・トヨ（北）

福田　勇・佐代子（元）

宮嶋利光・　　子（北）

市村　忠昭・朝子（元）岩井　満・政子（元） 市村與五郎・春江（元）

17 広報おおしま 平成23年10月号

　9月18日（日）に大島町の各地区9ヵ
所で敬老会が、9月19日（祝）には老人
ホームにおいて敬老祝賀会が行われまし
た。
　金婚や米寿の方々の表彰のほか、各地
区の婦人会による手作りの食事や、地域
の方々による芸能など、賑やかで笑顔が
いっぱい！日頃の感謝の気持ちを伝え、
これからの健康を願いました。

感謝の気持ちを込めて、
　　各地区で手作りの敬老会が
　　　　　　　　開かれました!
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

消
防
団
合
同
訓
練

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
士
舘
大
学
留
学
生

　
日
本
研
修 

in 

大
島
!!

加茂市と生徒相互派遣!

　
8
月
28
日
（
日
）
に
旧
北
の
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
て
大
島
町
消
防
団
合
同
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
8
分
団
の
消
防
団
が
出
動
し
、
午
前
中
は
東
京
都
消
防
訓
練
所
教
官
に
よ
る

災
害
発
生
時
の
対
応
講
義
と
ポ
ン
プ
運
用
訓
練
を
、
午
後
は
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た

消
火
活
動
訓
練
を
行
い
、
火

災
が
発
生
し
た
時
の
た
め
に

一
致
団
結
し
て
訓
練
に
励
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
防
災
力
向
上
・
消

防
団
員
の
教
育
訓
練
指
導
に

貢
献
し
た
18
名
の
消
防
団
員

に
対
し
、
東
京
都
消
防
訓
練

所
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
国
士
舘
大
学
「
21
世
紀
ア
ジ
ア
学

部
」
の
留
学
生
54
名
が
9
月
5
日
〜
9
日
に

来
島
し
、
島
の
文
化
や
産
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
大
島
波

乗
り
会
と
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
ほ
か
、
産

業
施
設
等
の
視
察
な
ど
を
体
験
研
修
。
ま
た
、

さ
く
ら
小
・
つ
ば
き
小
・
二
中
で
は
留
学
生

の
自
国
紹
介
を
行
い
、
授
業
や
給
食
に
も
参

加
。
同
じ
ア
ジ
ア
で
も
日
本
、
そ
し
て
離
島

の
生
活
・
文
化
の
違
い
を
知
る
有
意
義
な
国

際
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
8
月
21
日
〜
25
日
、
友
好
都
市
の

新
潟
県
加
茂
市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
生
徒
2

名
が
来
島
し
ま
し
た
。
初
め
て
大
島

に
来
た
子
ど
も
た
ち
は
、
町
長
を
表

敬
訪
問
し
、
舟
釣
り
や
大
型
客
船
の

操
舵
室
見
学
、
島
内
名
所
の
観
光
な

ど
、
大
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
冬
に
は
大
島
の
子
ど
も
た
ち
を
加

茂
市
に
派
遣
し
、
雪
国
の
体
験
や
友

好
関
係
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
伊
豆
大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
】

　
9
月
17
日
（
土
）
、
大
島
高
校
に
お
い

て
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

1
6
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
筑
波
大
学
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
体
操
競
技
・
新
体
操
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
13
名
が
来
島
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
す
ば
ら
し
い
技
の
数
々
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
4
種
目

の
体
験
教
室
が
行
わ
れ
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な

い
種
目
に
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
に

も
関
わ
ら
ず
子
ど
も
た
ち
は
み
る
み
る
上
達
！
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

町
や
地
域
を
守
る
た
め

←跳び箱が
上手になったよ！

↑初めての
ソフトボールに
挑戦!

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！
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8
月
26
〜
28
日
、第
25
回
を
迎
え
た
伊
豆

大
島
親
善
少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
学
校
も
あ
り
、参
加
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、大
島
の
2
チ
ー
ム
を
含
む

東
京
・
千
葉
・
静
岡
か
ら
の
10
チ
ー
ム
が

試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
ど
の
チ
ー
ム
も
汗
と
泥
に
ま
み
れ
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー
す
る
中
、震
災

の
影
響
に
よ
る
液
状
化
現
象
で
数
ヶ
月
も

練
習
が
で
き
な
か
っ
た
浦
安
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ン
デ
ー
ズ
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
優

勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。大
島
の
2
チ
ー
ム

は
初
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、普

段
対
戦
す
る
こ
と
の
な
い
相
手
と
の
試
合

は
、い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

 

8
月
22
日
〜
24
日
、
第
36
回
あ
ゆ
み
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
第
一
中
学
校
お
よ

び
、
大
島
高
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
大
島
高
校
バ
レ
ー
部
は
部

員
数
が
3
人
の
た
め
、
神
奈
川
県
立
厚
木
商
業
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
、
中
学
生
は
大
島

選
抜
で
参
加
！
神
奈

川
・
静
岡
か
ら
強
豪
9

チ
ー
ム
が
来
島
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
中
学
生
選
抜
・
大

島
高
校
合
同
チ
ー
ム
も

大
き
な
声
を
出
し
、
全

員
バ
レ
ー
で
頑
張
り
ま

し
た
。

 

8
月
20
〜
21
日
、
大
島
高
校

に
お
い
て
大
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
育

成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
現
役
V
リ
ー
グ

「
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
サ
ン

ガ
イ
ヤ
」
か
ら
４
名
を
講
師
に
体
験
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
島
っ
子
た
ち
や
一
般

か
ら
も
参
加
。
楽
し
い
準
備
運
動
の
後
、
講
師
た
ち

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
。
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
妙
技
に
、
み
ん
な
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
プ
レ
ー
の
参
考
と
な
る
基
礎
や
年
齢
を
問

わ
ず
バ
レ
ー
を
楽
し
む
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
育
成  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

↑優勝した神奈川県立相原高校

↑大島高校・厚木商業合同チーム

親
善
野
球
で
浦
安
が
優
勝
！

●
あ
ゆ
み
杯
争
奪
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
●

震
災
に
も
負
け
ず

浦安
ジュニアサンデーズ

優 勝

大
島
公
園
だ
よ
り

No.
157

ヤ
ブ
サ
は
ワ
シ
、
タ
カ
、
フ
ク
ロ

ウ
と
同
じ
く
鋭
い
爪
と
く
ち
ば
し

を
も
ち
、
大
島
で
も
観
察
で
き
る
猛
禽

類
の
一
種
で
す
。
崖
の
上
や
、
見
晴
ら

し
の
良
い
木
の
上
、
上
空
を
飛
ん
で
い

る
姿
を
観
察
で
き
ま
す
。
飛
ん
で
い
る

姿
を
見
か
け
た
ら
翼
の
先
に
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。
翼
の
先
が
尖
っ
て
い
た
ら

ハ
ヤ
ブ
サ
類
、
尖
っ
て
い
な
か
っ
た
ら

ワ
シ
や
タ
カ
類
で
す
。

態
で
興
味
深
い
の
は
、
獲
物
を
捕

ら
え
る
姿
で
し
ょ
う
。
両
翼
を
折

り
た
た
み
、
尾
羽
を
閉
じ
て
ロ
ケ
ッ
ト

の
よ
う
な
形
に
な
り
、
急
降
下
し
て
獲

物
を
足
で
つ
か
み
捕
り
ま
す
。
そ
の
速

度
は
時
速
3
0
0
㎞
以
上
に
達
し
、
世

界
一
速
く
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
鳥
類
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ヤ
ブ
サ
の
和
名
が

「
速
い
翼
」
か
ら
き
た
と
い
う
の
も
納

得
で
き
ま
す
。
「
ハ
ヤ
ブ
サ
が
ど
ん
な

猛
禽
類
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
大
島
公
園
で
展
示
し
て
い
る
ハ
ヤ

ブ
サ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
他
に
も
オ
ジ

ロ
ワ
シ
や
ノ
ス
リ
、
ハ
イ
タ
カ
、
オ
オ

コ
ノ
ハ
ズ
ク
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
き
さ
や
羽
の
色
な
ど
、
違
い
を
観
察

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
ゾ
ウ
ガ
メ
舎
の
改
築
工
事
に
伴
い
、
ゾ
ウ
ガ

　
メ
温
室
前
は
11
月
末
ま
で
通
行
止
め
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。

ハ生

●ま・ち・の・わ・だ・い
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塩
崎
　
百
合
ち
ゃ
ん
　
　
太
・
夕
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
／
30
（
北
の
山
）

粟
本
し
ず
く
ち
ゃ
ん
　
　
通
・
朋
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
7
（
北
の
山
）

柏
木
　
里
香
ち
ゃ
ん
　
　
賢
・
真
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
8
（
元
　
町
）

多
田
　
喜
音
ち
ゃ
ん
　
　
解
・
美
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
10
（
元
　
町
）

白
井
　
依
幸
ち
ゃ
ん
　
　
清
史
・
雅
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
11
（
岡
　
田
）

佐
々
木
陽
太
郎
く
ん
　
　
保
二
・
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
20
（
元
　
町
）

白
井
　
太
洋
く
ん
　
　
　
政
嘉
・
千
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
／
22
（
岡
　
田
）

8
／
6
〜
9
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

ゆ
　
　
り

よ
う
た
ろ
う

い

ち

た
い
よ
う

き

お

り

こ

﹇
内
容
﹈
寄
せ
植
と
つ
り
鉢
づ
く
り

﹇
日
時
﹈
10
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
宮
脇
四
郎
　
☎
（
2
）
1
8
2
4

　
　
― 

お
詫
び
と
訂
正 

―

　
9
月
号
お
誕
生
お
め
で
と
う
の
山
田
琉

之
輔
く
ん
は
山
田
琉
之
亮
く
ん
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

［日時］10 月 22 日（土）小雨決行　9：15～15：00頃まで　
［集合］9：30 までに当日の出帆港へ
［順路］バスで三原山頂口→三原神社→テキサスコース→
　　　都道→バスで港まで
［持参］雨具、昼食、飲み物、手袋等
［条件］すべて自己責任、交通規則遵守
　　　天候等都合によりコース変更することがあります。
［問い合わせ］丸尾時彦☎（4）0498　北原末松☎（2）0759

＊島民と歩く小田急のんびりハイク＊

第161回 みんなで楽しく歩こう大島

　
早
咲
き
の
椿
を
愛
で
な
が
ら
、
一
味
違

う
「
椿
姫
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
10
月
9
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
（
正
午
開
場
）

﹇
場
所
﹈
椿
花
ガ
ー
デ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
村
内
芝
生
広
場

　
※
雨
天
の
場
合
は
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
入
場
﹈
無
料
（
リ
ス
村
入
園
無
料
）

﹇
主
催
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
㈱
椿
　
☎
（
2
）
5
0
9
1

オ
ペ
ラ「
椿
姫
」

ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ペ
ラ「
椿
姫
」

ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

﹇
日
程
﹈

　
11
月
19
日
（
土
）
・
26
日
（
土
）

　
12
月
3
日
（
土
）
・
10
日
（
土
）

　
　
　
17
日
（
土
）

﹇
時
間
﹈
午
後
１
時
〜
3
時

﹇
場
所
﹈
大
島
高
校
　
剣
道
場

　
　
　
　
（
格
技
館
2
Ｆ
）

﹇
講
師
﹈
本
校
　
経
営
企
画
室
長
　
堀
越

　
　
　
　
　
　
（
楊
名
時
太
極
拳
中
伝
）

﹇
対
象
﹈
都
内
在
住
・
在
勤

﹇
定
員
﹈
20
人

﹇
費
用
﹈
受
講
料
１
，
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
＋
保
険
料
6
0
0
円

﹇
申
込
方
法
﹈
（
い
ず
れ
か
で
）

①
本
校
経
営
企
画
室
（
事
務
室
）
窓
口

②
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
性
別
・
電
話
番
号
と
「
公
開
講
座
『
初

　
め
て
の
健
康
太
極
拳
』
」
と
明
記
）

③
大
島
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

﹇
申
込
締
切
﹈
11
月
4
日
（
金
）
必
着

　
東
京
都
立
大
島
高
等
学
校

　
〒
1
0
0
│

0
1
0
1

　
大
島
町
元
町
字
八
重
の
水
１
２
７

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
3
1

　
　
　
　
　
　
公
開
講
座
担
当
　
　
野
本

　
　
　
　
　
　
経
営
企
画
室
長
　
　
堀
越

　
♪
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
♪

﹇
日
時
﹈
10
月
13
日
（
木
）
・
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
27
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
7
時
〜
9
時

﹇
場
所
﹈
さ
く
ら
小
学
校

﹇
指
導
﹈
大
久
保
省
三
先
生

 

（
大
島
高
校
出
身
・
芸
大
声
楽
科
卒
業
）

﹇
曲
目
﹈
サ
ボ
テ
ン
の
花
・
島
む
す
め
　
他

　
♪
第
１
回
定
期
演
奏
会
を

　
　
　
　
　
11
月
27
日
に
開
催
予
定
で
す
♪

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
本
洋
祐

　
☎
0
9
0
│

4
0
1
7
│

1
5
6
9

航
空
便
発
着
時
刻
表

10
月
1
日
〜
31
日

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8:55発
10:45着

    9:35着
10:10発

東  京 　 大  島 　 東  京便名 機　種

1843
1844

DHC8 8:55発
10:45着

    9:30着
10:15発

●
Ａ
Ｎ
Ａ
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
☎
0
5
7
0
（
0
2
9
）
2
2
2

●
貨
物
運
航
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
（
8
時
45
分
〜
17
時
）

　
☎
（
2
）
2
3
3
7

※出発時刻の15分前までに保安検査
　場をお通りいただけるよう余裕を
　もって空港へお越しください。

10月1日～29日

10月30日～31日

初
め
て
の
健
康
太
極
拳

大
島
高
校
公
開
講
座
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8
／
6
〜
9
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

西
川
　
松
得
さ
ま（
101
・
差
木
地
）
8
／
11

江
口
　
清
子
さ
ま（
82
・
岡
　
田
）
8
／
13

山
田
　
盛
夫
さ
ま（
80
・
波
浮
港
）
8
／
24

鈴
木
　
正
明
さ
ま（
50
・
差
木
地
）
8
／
24

清
水
　
忠
行
さ
ま（
58
・
元
　
町
）
9
／
3

友
引
の
日
の
火
葬
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す

　
本
の
読
み
聞
か
せ
・
朗
読
・
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
基
礎
を
学
び
た
い
方
…

　
日
常
会
話
に
も
自
信
が
つ
き
ま
す
。

﹇
日
程
﹈
毎
週
月
曜
ク
ラ
ス

　
　
　
　
毎
週
火
曜
ク
ラ
ス

﹇
時
間
﹈
月
　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

　
　
　
　
火
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

﹇
場
所
﹈
津
野
自
宅
（
元
町
2
│

20
│

5
）

﹇
費
用
﹈
実
費
（
１
回
3
0
0
円
程
度
）

﹇
定
員
﹈
各
5
名
程
度

﹇
開
始
﹈
10
月
17
日
（
月
）
〜

﹇
締
切
﹈
10
月
15
日
（
土
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
津
野
　
忍
（
総
合
芸
能
学
院
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
2
4
5
0

　
10
月
23
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

　
　
　
　
　
　
　
　
差
木
地
公
民
館

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　
北
の
山
公
民
館

　
年
齢
に
合
わ
せ
身
体
を
動
か
す
太
極

拳
で
す
。
若
い
人
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！
上

履
き
と
タ
オ
ル
を
一
本
用
意
し
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　〈
南
部
〉中
田
　
☎（
4
）1
0
2
1

　〈
北
部
〉日
吉
　
☎（
2
）0
6
7
5

「
元
気
で
長
生
き
、
太
極
拳
」

赤

木

先

生

の

﹇
テ
ー
マ
﹈

　
健
康
な
発
達
デ
コ
ボ
コ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
育
て
る
た
め
に

　
〜
二
次
障
害
を
予
防
し
て
、

　
　
　
　
　
能
力
を
よ
り
良
く
発
揮
！
〜

﹇
日
時
﹈

　
10
月
21
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分

﹇
場
所
﹈

　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
会
議
室

﹇
講
師
﹈

　
臨
床
心
理
士
　
佐
藤
速
人
　
先
生

　
食
べ
物
を
「
口
に
入
れ
る
」
こ
と
を
『
摂

食
』「
飲
み
込
む
」こ
と
を『
嚥
下
』と
い
い
ま

す
。高
齢
な
ど
で『
嚥
下
』が
う
ま
く
で
き
な

い
と
、む
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
お
い
し
い
食
事
が
で
き
る
よ

う
「
摂
食
・
嚥
下
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

﹇
日
時
﹈10
月
21
日（
金
）午
後
6
時

﹇
場
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

﹇
講
師
﹈戸
原
玄
氏

　
　
　（
日
本
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
　
摂
食
機
能
療
法
准
教
授
）

﹇
参
加
﹈無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈大
島
恵
の
園
　
富
山

　
　
　
　
　
　
　
☎（
4
）1
6
1
1

子
ど
も
の
発
達
障
害
に

　
　
　
つ
い
て
の
学
習
会

教

育

相

談

研

修

会

　
大
島
高
校
の
授
業
風
景
や
生
徒
た
ち
の

学
習
活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
室
の
中
に
も
入
れ
ま
す
。

﹇
日
　
時
﹈
10
月
3
日（
月
）〜
7
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時

※
4
日
・
6
日
の
午
前
9
時
30
分
か
ら
は

　
校
内
案
内
も
あ
り
ま
す
。

﹇
場
　
所
﹈
大
島
高
校

　
　
　
　

各
教
室
・
体
育
館
お
よ
び
農
場

﹇
時
間
割
﹈
当
日
、
受
付
で
配
布

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
☎（
2
）1
4
3
1

　
担
当:

柴
田
・
櫻
井
・
笠
井

大
島
高
等
学
校
（
全
日
制
課
程
）

第
2
学
期
授
業
公
開

大
島
A
I 

L
A
N
D
の
つ
ど
い

大
島
A
I 

L
A
N
D
の
つ
ど
い

②
公
開
講
座

②
公
開
講
座

摂
食
・
嚥
下
講
座

摂
食
・
嚥
下
講
座

①
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

①
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
イ
　

ラ

ン

ド

　
自
然
環
境
や
島
暮
ら
し
、
各
地
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
天
然
の
豊
か
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

伊
豆
大
島
と
ハ
ワ
イ
島
の
姉
妹
島
50
周

年
に
向
け
て
の
紹
介
ブ
ー
ス
な
ど
。

﹇
日
時
﹈10
月
9
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
場
所
﹈大
島
町
郷
土
資
料
館

﹇
入
場
﹈無
料

﹇
後
援
﹈大
島
町

N

P

O

0

0

0

地

球

大

学

﹇
日
時
・
内
容
﹈

　
10
月
10
日（
祝
）午
後
１
時
30
分
開
場

　
午
後
2
時
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
自
主
上
映
会

　
　「
懐
か
し
い
未
来

　
　
　
　
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

　
午
後
3
〜
4
時
　
講
演
会

「
持
続
可
能
な
地
域
の
暮
ら
し
の
未
来
」

　
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ュ
レ
ー
ラ
ダ
ッ
ク
代
表

　
　
ス
カ
ル
マ
・
ギ
ュ
ル
メ
ッ
ト
氏

　
午
後
4
時
30
分
　
質
疑
応
答
な
ど

﹇
場
所
﹈開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
参
加
﹈無
料

﹇
後
援
﹈大
島
町
・
大
島
町
教
育
委
員
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

0
0
0 

Ｐ
Ａ
Ｆ 

地
球
大
学

　
森
☎
0
8
0
│

5
1
6
3
│

1
3
2
0

テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

サ
ー
ク
ル
募
集
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10月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.540

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

国体対策室

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0035

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー October（神無月）10月10月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
9
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
779 〃 
456 〃 
230 〃 
336 〃 

1,065 〃 
494 〃 

4,859世帯
4,847世帯

2,745人
1,433〃　   
883〃　
416〃　
575〃　
1,824〃　
729〃　

8,605人
8,681人

大島町の世帯と人口
（23・9・1）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

特設登記所開設
　　　（～13日）

御神火温泉休館御神火温泉休館法律相談

一中運動会

都民の日
つばき小運動会
さくら小・二中
　　　合同運動会

つつじ小・三中
　　　　　運動会

就学時健康診断

水道料金納付期限
国民健康保険税第5期
町都民税第3期納付期限

東京文化財ウィーク
2011
「遺跡展」（～11/6）

大島町体育祭
体育レクリエーション
大会

行政相談

農業委員会

寄席公演
（11月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北
野・岡・泉
差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

ク・間

波

波

波

波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差・波
南部地区
（各地区回収箱）

海・大

海・大

海・大北部

南部

北部

海・大南部

海・大

北部 海・大

　だんだんと秋らしくなってきまし
たね。「食欲の秋」「スポーツの秋」
「読書の秋」「芸術の秋」など、さま
ざまなことに適した季節です。あな
たはどんな秋にしますか？㋐

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

10
月
30
日
（
日
）
午
後
7
時
開
演
　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

寄
席
公
演

文化の日

体育の日

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

第55回 大島町体育祭
体育レクリエーション大会

10月16日（日）
午前8時30分

つばき小学校 グランド

　8月31日（水）、元町保育園において「あんどんづくり＆お友だちに
椿の積み木を送ろう」が行われました。
　埼玉大学の教授と学生、まめの木プロジェクトの皆さんに教わりなが
ら、園児たちは東日本大震災で被災したお友だちのために、大島の椿で
作った積み木に思いを込めて絵を描きました。


